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吹田市南吹田地域土壌・地下水汚染浄化対策検討委員会運営方針（案） 

 

（趣 旨） 

第１条 この運営方針は、吹田市土壌・地下水汚染浄化対策委員会設置要領（平成２２

年７月１５日）第９条の規定に基づき、吹田市南吹田地域土壌・地下水汚染浄化対策

検討委員会の運営について必要な事項を定める。 

 

（会議の公開） 

第２条 会議は、原則として公開するものとする。 

２ 会議を傍聴する者（以下「傍聴者」という。）の定員は、５名以上８名以下の範囲

内で会場の広狭に応じて委員長が定める。 

３ 会議の傍聴を希望する者が、定員を超えている場合は、傍聴者を抽選で決定する。 

 

（会議資料の閲覧） 

第３条 会議を公開するときは、原則として傍聴者に会議資料を閲覧するものとする。

この場合において、閲覧する会議資料の範囲は、委員長が定める。 

 

（会議の傍聴） 

第４条 傍聴者は、会場の指定された場所に着席しなければならない。 

２ 委員長は、会議の円滑な運営を図るため、傍聴者に議事を妨害しないよう注意する

など必要な指示をし、又は事務局職員に指示させることができる。 

３ 委員長は、前項の指示をしたにもかかわらず、会議の運営が困難であると認めると

きには、傍聴者を退室させることができる。 

 

（会議の非公開） 

第５条 委員長は、会議を公開することにより吹田市情報公開条例（平成１４年吹田市

条例第１０号。以下「情報公開条例」という。）第７条各号に掲げる公開しないこと

ができる情報又は公開することができない情報に係る事案を検討する場合にあって

は、会議の一部又は全部を非公開とすることができる。 

２ 委員長は、委員の発議により会議を非公開とするときは、各委員の意見を求めるも

のとする。 

３ 会議を非公開とする場合において、会場に傍聴者等がいるときは、委員長は、その

指定する者以外の者及び傍聴者を会場から退去させるものとする。 
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（会議録等） 

第６条 委員長は、会議ごとに、原則として逐語で記録した会議録を作成するものとす

る。ただし、明らかな誤り、話し言葉特有の表現、同じ語句の無用な繰返し、冗長な

言回し等は、発言の趣旨をそこなわない範囲で、表現を変更することができる。 

２ 会議録の作成にあたり、発言内容が資料等の読上げである場合は、当該資料の説明

である旨を記載し、記録に代えることができる。 

３ 会議録の作成にあたっては、発言の趣旨をそこなわない範囲で、不足している語句

を補足する等必要な加筆を行うことができる。 

４ 会議録は、委員の確認を得るものとする。 

５ 会議録は、前項の手続きを経て確定した後、公開する。ただし、情報公開条例第７

条に掲げる公開しないことができる情報又は公開することができない情報に該当す

る部分については、非公開とすることができる。 

６ 会議資料は、原則として公開するものとする。ただし、その公開範囲は、傍聴者に

閲覧する会議資料の範囲と同じとする。 

 

附 則 

この運営方針は、平成２４年６月２１日から運用する。 

 


